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１． はじめに 

都市外縁部における環状道路の整備は、都心部に進

入していた通過交通をバイパスさせることにより、都

心部の渋滞緩和や大気汚染物質の減少等、多くの効果

が期待される。環状道路はロンドン、パリをはじめ、

世界の多くの都市で整備されており 1)、我が国でも首

都圏や名古屋圏等、多くの都市圏で整備が進められて

いる。名古屋圏の環状道路 1)は、2004 年 12 月に伊勢

湾岸道路の豊田JCTと豊田南ICが開通したことにより、

東名高速道路と接続した。また、2005年 3月には、東

海環状道路の豊田東JCT～美濃関 JCT 間が開通した。 

名古屋圏の環状道路の効果は、国土交通省等 2)3)4)に

よって、広範な分析がすでに示されているが、本研究

ではH11年と H17年の道路交通センサスのデータを用

い、一般国道等における交通量、混雑減少効果の詳細

な分析や土地利用変化、大気環境室の変化に関する分

析を通じ、環状道路の効果を詳細に明らかにするとと

もに、環状道路が持続可能な都市圏の形成に、より有

効に働くための知見を得ることを目的とする。 

 

２． 環状道路に期待される効果 

都市外延部における環状道路整備の一般的な効果

は以下のように整理ができる。 

①混雑緩和・時間短縮 

・通過交通の迂回による都心部の渋滞緩和：既存研究

2)によれば、伊勢湾岸道に並行する国道 1 号、17 号の

渋滞損失時間が約17％減少。 

・環状道路利用による移動時間の大幅な短縮：既存研

究 2）によれば、東海環状道路開通に伴い、豊田-土岐

間は35分短縮。 

②環境改善 

・自動車から排出される大気汚染物質、CO2の削減：既

存研究 1）によれば、名古屋圏の環状道路整備により、

約45万トン-CO2/年の CO2排出量が削減。 

・代替路の交通量削減による沿道環境の改善 

③安全性・リダンダシーの向上 

・交通事故や災害などに伴い、通行止めが発生した際

の代替路：既存研究 1）では東名高速（名古屋IC～春日

井IC間）が5時間通行止めの間、1時間当たり最大約

300台が環状線を迂回路として走行した。 

・抜け道となっていた生活道路での交通事故が減少 

④立地促進 

・移動利便性に伴い、沿線に工場、工業団地・住宅団

地・アウトレットモール等の立地促進：既存研究 2）で

は東海環状道開通後の工業団地の立地が約4倍と試算。 

⑤企業の生産性向上、産業の振興 

・物流効率の向上等に伴う生産性向上：既存研究 4）に

よれば、東海環状自動車道（東側）等、5 線開通によ

る経済効果は全国で年間 5080 億円増加する試算され

ている。 

・観光客の増加 

 

３．方法とデータ 

平成17年度と平成11年度の道路交通情勢実態調査

（道路交通センサス）のデータを用い、伊勢湾岸道路

と東海環状道路の開通前後の交通量や混雑状況の変化

を分析した。土地利用変化の状況は、平成12年と平成

17年の国勢調査の人口データを用い、市町村別にみた

人口変化を見た。また、大気環境については、平成11

年と平成 17 年の自動車排出ガス測定局による窒素酸

化物(NOX)のデータを用い、変化を見た。 

 

４．結果と考察 

4.1 交通量、混雑率の変化 

伊勢湾岸道路及び東海環状道路の内側及び外縁エ

リアに含まれる高速道路と一般国道を対象に、乗用

車・バス・貨物車の合計の区間交通量のH11年から H17

年の増減を、GISソフトを用い色分けした地図を図-１

に示す。また、図－２に混雑率の増減を示す。ここで、

赤色の区間が交通量、混雑率の増加した区間、青色の

区間が交通量、混雑率の減少した区間を表している。 

これによると、平成11年から平成17年の変化では、
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